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富士山と自然観察記録（俳句集-Ⅰ） 

Ｍｔ. Ｆｕｊｉ and Ｎａｔｕｒｅ Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ,  

ＨＡＩＫＵ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ ｂｙ ２０１４  

        岩崎行伸* 

東海大海洋をリタイア後、呆け防止策と自己満足のために趣味活動として、

四季折々の富士山と自然界の観察記録によるデジカメ映像記録を個展として発

表しようと、各所の展示場や博物館等を探した。ところが、各所で１０点（Ａ

４版）展示するのに場所代として２５～３０万円用意するという。 

年金生活者フリ-タ-にとっては、大金であるため各所を探したところ、Yahoo  

blog が写真付き無料（会員月３０００円）で投稿できるということであり、２０１４

年から、Ｍｙ blog 創設し確保した。時折、四季彩々の景観や生きものたち（野鳥

（水鳥）・蝶・蜻蛉・淡水魚たちの観察）記録を俳句を詠んだものを、この機会に纏め

たものである。 

俳句集-Ⅰ（２０１４－春） 

第 1440号（5/19）:霞富士、今日は久々、晴れ間見る。  

第１４４４号（5/22:春うらら、せど裏山に、燕鳴く。 

第１４３６号（５/２６）：早朝に、鶯の鳴き、眼が覚める。 

第１４３９（５/２９）：散歩中、せど裏山に、霞富士。 

第１４４０号（５/３０：鶯の、囀り響く、郷の森。 

第１４４２号（16/2）:熟れた枇杷、せど裏山に、垂れ下る。 

第１４４６号（６/６）：池石に、シオカラトンボ、ひと休み。 

第１４４７号（６/７）：清流の、川石には、カワトンボ。 

第１４４８号（６/９）：春過ぎて、梅雨入りの、空模様。 

第１４５０号（6/11）:興津川、鮎解禁に、太公望。 

第１４５１号（６/１２）：清流で、カワトンボや鵜、何想う。 

第１４５２号(６/１３)：新緑の、満開近し、ヤマツツジ。 

第１４５３号（６/１４）：遊水に、池に赤咲く、スイ-トピ-。 

第１４５４号（６/１６）：子供らが、タモ網もって、川遊び。 

第１４５５号（６/１７）梅雨曇り、富士の高峰は、雲の中。 

 



 



第１４５６号（６/１７）：春霞、富士山は今日、晴れている。 

第１４５７号（６/１８）：里山の、水辺アオサギ、何に想う。 

第１４５７号（６/１９）：新茶葉の、彩と香りは、癒し素。 

第１４５７号（６/１９）：赤とんぼ、枝の先にて、ひと休み。 

第１４５８号（６/２０）：梅雨晴れの、ソメイヨシノ葉、風に揺れ。 

第１４５８号（６/２１）：すくすくと、育ち盛りの、孟宗竹。 

第１４５９号（６/２１）梅雨晴れて、遊水の池、ユリとバラ。 

第１４５９号（６/２１）：梅雨の間に、富士の高峰に、残る雪。 

第１４６０号（６/２３）：梅雨晴れて、せど裏に見る、富士の雪。 

第１４６１号（６/２４）梅雨曇り、清水港は、雲の中。 

第１４６２号（６/２５）：朝散歩、せどのお山に、霞み富士。 

第１４６２号（６/２５）：新緑に、朝散歩、せど裏山に、茶の香り。 

第１４６２号（６/２５）：雨上がり、梅雨は何処へ、いったやら。 

第１４６３号（６/２７）：水辺には、生きものたちの、棲家あり。 

第１４６３号（６/２７）：赤トンボ、大石の上、ひと休み。 

第１４６４号（６/２８）：清流の、棲家の宿に、テナガエビ。 

第１４６５号（６/２８）：枝先に、止まる一種、赤トンボ。 

第１４６６号（６/３０）：富士の山、日本一から、世界財。 

第１４６７号（７/１）：昼散歩、せど裏山に、新茶彩。 

第１４６７号（７/１）：赤トンボ、枝に止まって、何想う。 

第１４６８号（７/２）：梅雨の間に、せど裏山に、アゲハ舞う。 

第１４６８号（７/２）：朝散歩、せど裏山の、日の出彩。 

第１４６９号（７/３）：朝散歩、梅雨晴れの間、日の出どき。 

第１４６９号（７/３）：清流の、大石の上、カワトンボ。 

第１４７０号（７/４）梅雨の間の、せど裏山に、初夏の彩。 

第１４７０号（７/４）：大石に、止まる一種、赤トンボ。 

第１４７１号（７/５）：久々の、せど裏山に、富士の顔。 

第１４７２号（７/７）：梅雨の間の、せど裏山に、駿河湾。 

第１４７２号（７/７）：昼散歩、孟宗竹に、初夏の風。 

第１４７３号（７/８）：梅雨の間に、世界の財が、顔を出す。 

第１４７３号（７/８）：里山の、稲の刈り取り、何時の日か。 

第１４７４号（７/９）：昼散歩、世界の美麗が、顔一つ。 

第１４７５号（7/10）:梅雨晴れて、孟宗林に初夏の彩。 

第１４７６号（7/11）梅雨晴れて、水辺の古木、ヤンマ-一種。 

第１４７６号（７/１１）：水棲に、梅雨の間の、四季観。 

第１４７７号（７/１２）：四季折りの、樹木トンネル、初夏の彩。 



 



 

 

 

第１４７８号（７/１４）：梅雨晴れて、富士の姿は、初夏の彩。 

第１４７８号（７/１４）：梅雨曇り、せど裏山に、日の出彩。 

第１４７９号（７/１５）：せど裏に、台風一過、富士覗く。 

第１４７９号（７/１５）：昼散歩、四季折々の、竹林彩。 

２０１４-（夏） 

第１４８０号（７/１６）：昼散歩、せど裏山に、夏の富士。 

    第１４８０号（７/１６）：昼散歩、せどのお山に、茶々の彩。 

    第１４８１号（７/１７）：梅雨晴れて、久々の間に、初夏の富士。 

    第１４８２号（７/１８）：清流の、青鷺二種の、ひとり立つち。 

    第１４８３号（７/１９）昼散歩、四季折々の、茶畑彩。 

    第１４８４号（７/２１）梅雨の間の、せど裏山に、富士の山。 

    第１４８５号（７/２２）：梅雨明けて、せど裏山に、蝉の鳴き。 

    第１４８５号（７/２２）せど裏に、蝉の初鳴き、梅雨の明け。 

    第１４８６号（７/２３）：里山の、ビオト-プに、トンボ一種。 

第１４８７号(7/24):梅雨明けて、せど裏山に、蝉の鳴き。 

第１４８８号（７/２５）：夏見ても、富士の高峰は、世界一。 

第１４８９号（７/２６）：梅雨明けて、里山の池に、シオトンボ。 

第１４９０号（７/２８）：ビオト-プ、枝の先には、トンボ一。 

第１４９１号（７/２９）：せど裏に、チユンチユンと、雀鳴く。 

第１４９２号（７/３０）：夏日射し、公園ベンチ、一休み。 

第１４９４号（８/１）：せど裏に、シャンシャン鳴く、クマの蝉。 

第１４９４号（８/１）：せど裏に、ガシャガシャ鳴く、クツワ虫 

第１４９５号（８/２）：夏の入り、アサガオの彩、鮮やかな。 

第１４９６号（８/４）：カミキリの、紅鮮やかな、夏の日に。 

第１４９５号（８/４）：夏の日に、夢の懸け橋、寸又で。 

第１４９７号（８/５）：梅雨明けて、せど裏山に、富士の顔。 

第１４９７号（８/５）：清流の、産卵場へと、上り鮎。 

第１４９８号（８/６）：水棲の、四季折々に、夏の彩。 

第１４９８号（８/６）：夏休み、昆虫捕りの、子供たち。 

第１４９９号（８/７）：早朝から、せど裏山で、蝉時雨。 

第１５００号（８/８）：せど裏の、四季折々の、景観彩。 

第１５５１号（８/１１）：せど裏の、富士の景観、夏模様。 



第１５０２号（８/１３）：清流に、三十二種の、棲息種。 

第１５０４号（８/１３：梅雨明け後、雲の間に見る、富士の山。 

第１５０４号（８/１３）：梅雨明け後、水辺の藻場に、ギンヤンマ。 

第１５０６号（８/１５）：背戸裏で、ジリジリと鳴く、アブラゼミ。 

第１５０８号（８/１８）：早朝から、せど裏山で、蝉時雨。 

第１５１０号（８/２０）：暦では、秋の入りも、残暑延び。 

第１５１１号（８/２２）：梅雨明け後、富士の山景、雲の中。 

第１５１２号（８/２２）残暑どき、富士の高峰は、日本晴れ。 
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